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Sharon 
我々にとってショッピングとは何か。本書はこのシンプルな間
いのもと、十九世紀半ばから今日に至るまで、
ショッピングがいか
清水有番
にして我々、特にアメリカ人の生活・文化に影響を与えてきたのかを歴史的かっ分析的 描き出している。といっても 本書は単なるショッピングの歴史書でもなければ、
ショッピング中毒とでもいう
べき現代アメリカ人に対する批判書でもない
20
著者シャロン・
ズーキンは、「我々が何を買い、どこで買うのかを理解す ために
New YOl女， Routledge 2003 
は、経済や文化といった大きな構造と個人の感情や欲望といった小さな構造の両方に自を向けなければならない」
q
・ 5)
と指捕した
うえで幅広い対象を検証しながら、都市におけるショッピング文化の過剰なまでの浸透、そしてショッピングが果たす社会的な役割について考察する。
ではなぜ、
Hショッピング
H
なのか。本書の論点を整理する前に、
まずは著者の紹介も兼ねて、彼女の研究者としての位置づけを明確にしておく必要がある。ズ
l
キンは都市や自然環境、消費文化の研
究を専門とし、現在ブルックリン大学とニューヨーク市立 学大学院で教鞭をとる社会学 で 。彼女 本書以外にもこれまでに吋ロフト・リビング』(芯∞
PZ}
凶器削向。目
MEEd
巳5EC
、匂円問問問)、そし
て社会学の分野で最も権威ある賞とされるの・ライト・ミルズ賞受賞した『権力の風景
i
デトロイトからディズニーワールドへ』(日
3-wCEg
混同可止め回以内。
ggH42
るなど多数の著書を執筆している。
実は、彼女のショッピングに関する議論 、これが初めて はな 。
書評
例えば都市論において、彼女は都市を徹底的に「消費の場」として
115 
捉え、テ
i
マパ
i
ク、
ショッピングセンター、ミュ
i
ジアム、ホテ
ルなどをめぐるインナ!シティ地霞の中・上流階級化
mg
庄内凶口氏一。ロ、
あるいは都市環境の審美化担問問岳町民
ngcg
に対して批判的な解釈を
くわえて る
2Q
昇谷川ゆきゅ巴認知)。また、主嬰なテ!マにこそ
なってはいないが、前作吋都市の文化』
(-3
凶w盟問。昨項目ロ)で著者
は「ショッピング文化はパブリックな空間における社会階級を再調整
55mot
号する」
(N
ロ窓口
33
一M3)
と述、べ、彼女が幼少時代を
過ごしたフィラデルフィアにおける近隣ショッピング指が、
、
hy
こ
し
JAI
して、女性として、
ユダヤ人として、そして中産階級としての自分
の形成を促したのかについての考察を試みてい
ER
兵
533
一
日∞吋
aN3)
。このような彼女の鋭い視線は本書においても決して失わ
れることなく、「今日の都市開発は、その大部分を文化と
一確にいえばショッピングの文化に依拠している」
ング、
よ
り
(N
ロrSNCC
凶)という前提に立ちながら、
ショッピング文化の背後
にある、
より本質的な問題を鮮明に描きだすことに成功してい
ヲ匂
(4)Oさて、本書は、序章と終章を含めて、全十
で構成され、おお
よその流れは以下に示すとおりである。まず導入部として、
、ゾヨツ
ピングという
H活動
H
のあらゆる揺が合理化される現在において、
その目的がもはや「より多くのものを震うことではない」 いうことを示したうえで、「ショッピングとは何か」という問題を提起する(序章)。次に、二十世紀を中心としたショッピングの短い歴史を概観し(
ショッピングという経験が我々にもたらす価値
京)、
について論じる(
つづいて、日用雑貨店・ドラッグストア・
116 
スーパーマーケットといった「ユニバーサルスト
がもたらすシヨツ
ピングの民主化に一言及し(一一一章)、
マーケット調査による広告の科
学化と我々の欲望との関係について考察するの新聞・雑誌記事やインタビューと ったミクロな視点から、流行
(回章)。また、当時
とショッピングの関係(五章)、
ショッピングにおける人種差別な
どの政治的要素(六章)を捉え、さらに活や商品をランク付けする
Hザガッツ
H
のような消費ガイドブックが巣たす役割(七章)、
ナ
イキ、ディズニー、。〉
MM
といった
ゼブランド
H
が提示するライフ
スタ ルの消費について論じる
(八章)。
そして九十年代以降台頭
してきた ンターネットショッピングにおいて、過度に簡略化されたショッピング経験とその矛盾を明らかにし(九章) 最後 、これまでの議論を総括するかたちで のあるべき姿を提示したうえ 、その可能性を模索する(十章、終意)。
以上のように、
の内容は実に豊富で、ともすればまとまりに
欠けた印象を与 かねないが、
それらは決して散漫な議論に陥るこ
とはない。なぜならば、
そこには「ショッピングの民主化」という
大きなテ
i
マが通底しているからである。著者は冒頭で挙げた「シヨツ
ピングとは伺か という間いを考察するうえで、
ショッピングにお
ける民主化の額向に注目する。では
ショッピングの民主化とは一
体何を意味する であろうか。以下、本書の論点を追いながら、シヨツピングの民主化について論じてみたいまず第一に、それは文字通りショッピングという経験が身分の如
何を関わず、誰に対しても平等に与えられたことを示す。そもそも、ショッピングはいまでこそ「好むと好まざるとに関わらず、我々の生活であるい(ゆい)とされるが、それは南北戦争より二十世紀初頭にいたる時期に誕生したデパートメントストア〔百貨店〕を待つまで、上流階級の特権的行為であった。百貨店の誕生について、本書でも多く参照されてい ダニエル・
3
・ブ!アスティンの著書吋ア
メリカ人』
(3
司)には以下のような叙述がある。
われわれは民衆全体に自由な出入りを認める新しい原則がどれほど革命的であったかを忘れている。:・世界の大都市では上等な詰はそのシンボルとなるものを入り口にかかげていたが、上流階級専円であることを誇りにしており、得意先になった上流措級の客には何でも見せるが通りがかりの者にはほとんど見向きもしなかった
0
・:百貨店はこれら全てのことを変えるのを助けた。今や一般
の通行人が誰でも、 らゆる品質の賄品が魅力的かっ開放的に陳列されている中を歩き回ること できた。
(∞。。門出江口日明刷、司凶
HrwJ1a
一日一
M唱)
さらにこの百貨店 誕生がもたらしたショッピング 民主化は、
続く価格固定と均一価格政策によって市場の民主化をもたらしたことにも留意すべきであろう。続いて第二に、それはステイタスショッピングという新たなシヨツピングスタイルの台頭を示す。
ステイタスショッピングは、
その日
的が、好きなものを手に入れることではなく、あくまで雑誌を読んだり、店で商品をリサーチしたりすること、
つまり
H擬似消費
H
同ぴ町三
gggnoHM
田口自主
oロによって、その商品に関する情報を手に
入れることにあるという点で、これまでのショッピングスタイルとは区別される。著者はこのような
H擬似消費
μ
によって、たとえ実
際に買うことができなくても、だれもがブランド
に対して親近感
をもつようになることを指摘する。そしてこの場合に前提となるのは、対象となる商品が誰に っても等しい価簡をもっというこ である。
また第三に、
ウルワ
i
スやウォルマ
i
トといった日用雑貨賠ある
いは大型スーパーマーケットの普及による 空間の均質化をあげることができる。
一九六二年に設立された米間大手スーパーマ
i
ケッ
トチェーン、
ウォルマ
l
トが多くの顧客を賊了したポイントは、革
命的なまでの低価格、幅広い選択肢、そしてセルフサービス新方式の導入 あった。しかしながら、著者 よ とその真の変革は、店の空間にこそ るという。著者は大型スーパーマーケットが新たに創出した空間を
H普遍的
HS
ぞ四円明曲目と表現し、以下のよう
に述べる。低価格の強調は社会階級の差異を最小隈にし、
ショッピングは誰
にとっても同じであるという幻想を抱かせる!なぜなら誰もが特
117 一一言書評
売口問を好むからである。:・我々はお金によって自分の買えるものが制眼されることをけっして忘れるわけではない。しか ユニパ
l
サルストアで貿うものは誰にとっても同じものなのである。
(N
ロ夜間
NCO
凶・会
W)
さらに第四に、
それはマーケット調査による生産者(企業)と消
費者の間の新たな民主的関係を示す。消費者が本当に欲しいものは何か、そ 解を求めるべくマーケット謂査は統計的手法を用いた客観的調査から、精神分析的手法を用いた主観的評価へと拡大した。著者によると 民主主義社会におけるショ ピングの最大の魅力は「たくさんのものを買うことではなく、本当に欲しいも をみつけること」(℃・ご
M)
にある。また、そのような民主的関係はインター
ネットショッピング 普及によって極眼にまで推し進められることとなる。インターネットショッピングはショッピングの手間や
Hノ
イズ
H
を取り除き、その社会的空間を最小限にすることで「いつで
も、どこでも」ショッピング経験を可能 した。
フラットな画面上
に、まるでカタログのように配列された商品は見る人を決して選ばない。そこでは商品を軸にあらゆるものが対等に結びつく。
ショッピングの民主化というのは我々の社会に確実
に根付きつつある、かのようにみえ 。無論、
」のように、
ズ
iキンが本書で間
うているのは、このようなショッピングの民主化が、果 して真意味での民主化といえるのかということであ 刷例えば著者は、ある黒人の若者がティファニーでのショッピングの轄に受けた不出な扱いを題材にし 、「我々はお金があれば、誰 ろうとどんな賠にもいけ 。お金は人種を選ばない。みなお金を稼ぎたいし、それ
を痩いたい。商人は誰に対しても物を売る。店員は丁寧でなければ
118 
ならない。だが果たして本当に誰に対してもそうであるのか?」
Q
・
その民主化に潜む影の部分を明らかにする。
ZN)
と疑問を呈し、
また、
ユニバーサルストアによる、
ショッピングという社会的空間
の均費化を示唆すると同時に、「ウォルマ
i
トは階級のない社会と
いう幻想を作り上げた。だがそれは所詮幻想にすぎない。ウォルマ
i
トの給料は、社員がしばしばセ
i
ル時でさえものが貿えないくらい
とても低
0
・:もしスーパーが低賃金の店員、
一駿化炭素を排出す
る車、悪条件の工場で作られた質の悪 ジーンズを意味するならば、それはまさに
Hサタニックミルズ
μ(
悪魔の圧搾機)である」(℃・∞品)
と述べ、均質な空間 外で新たに生産され 不平等を訴える。さらに、インターネットショッピングにおいて築かれる関係性を 単なる売り手 買い手のネットワ
i
(℃
-Na
凶)と表現して、それが我々
から感覚や自由を奪ってしまうことを警告する。 か がら、何より著者が危慎するのは、百貨店の登場から今日にい るまで、民主化の実現をうたいながら、より合理的で爾
的、そして私的な経
験へと変容してきたショッピング文化において、パブリックな空間としてのコミュニティ 喪失されつつある い 現実である。もはゃいかなるショッピング経験にも、我々 コミュニティを見出すことはできないのであろうか。いや、
そうではない。著者はそのよう
な現実に対して危機感を示す一方で 例えば、貨物客の幅正 支持を得ているザガッツ ど 消費ガイドブックが果たすパブリ クな役割に注自し、以下のように述べる。
我々は正重なブロ
i
カ
i(
ぎ口町田仲
σ叫O宮町)に自分たちの欲しいもの
を整理してもらいたいだけではなく、商品売買のカオスをこえて我々 一つにし、パブリックな存在として我々を再創造してもらうことをも望んでいる。
(NcrEMOO
凶一口
wa)
ここで、著者がショッピングは単なる取り引きの場ではなく、そ
れが社会的経験であり、パブリックな領域であると理解していることは、
いくら強調しても強調しすぎることはない。「店というのは
親密性、社交性、そしてコミュニティを求め、表現する手段である」(℃-MHa)
と述べる著者が、最終的にショッピングのあるべき姿とし
て提示するのは
H産地産売市場
H
叫Egg-5
担保白円である。それは古
代ギリシャの集会所で聞かれた市場に眠りなく近い空間であり、者によっ それ自体一つのコミュニティとして提唱されている。なにより、ここでは店主との会話、他の買物客 のコミュニケ
i
シヨ
ン、モノとの感覚的な対話に欠くことがない。「たとえ一人になろうとも そこで孤独にショッピングすることには決してならない(℃・
3品)。誰にでも自由なショッピング経験が楽しめる。こうした
著者によるショッピング 理想は、著者自身の体験をもとに提示された極めて私的で偏った見解であるかもしれない。あるいは れは単なる好みの問題にすぎないの はないか、あるいは、インターネットショッピングにもコミュニティは存在しうるのではないだろう 、少なくともいくつか 疑問が残るところ は 。しかし がら
地方で「ショッピングによって達成することはものを買うことではなく、我々が価値感覚を磨き、パブリックな空間を創造することである」(℃・
53
という著者の主張に自を向けたとき、
それが、これ
まで見落とされていた の大きな可能性を示唆している、と評価するこ もできる。そして再び「我々にとってショッピングとは何かいという四回頭の間いに立ち戻ったと それはたかがシヨツピングではす されない、まさに畏主化をめぐる価値闘争の場であると理解することが きるだろう。
門注】(l)
ショッピングに関するより包絡的な議論をまとめたは呂志
(M83
、六一由民
gccc
ぶなどがあげられる。
(2)
この点については、
ERgas
口問
{-33
も合わせて参照されたい。
(3)
こうした著者の緩点は、ベンヤミンによるところが大きい。詳しくは
Ncrs(-3
凶
MMM'N3)
を参照。
(4)
著者の最近の論考としてはい門ロ窓口
(Mgb
を参照。
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